
近
世
地
方
寺
院
に
お
け
る
住
僧
の
修
学
と
法
流
の
展
開

―
覚
城
院
蔵
聖
教
を
例
に
し
て

柏カ
シ
ワ
バ
ラ原　

康ヤ
ス

人ト

は
じ
め
に

　

本
稿
は
、
香
川
県
三
豊
市
仁
尾（

（
（

に
所
在
す
る
覚
城
院
に
伝
存
す
る
聖
教
を
主
に
取
り
扱
う
。
聖
教
と
は
、
狭
義
に
は
仏
教
経
典
を
言

う
が
、
こ
こ
で
は
主
に
寺
院
に
お
い
て
僧
侶
の
修
学
や
法
の
相
承
、
儀
式
な
ど
の
た
め
に
蓄
積
さ
れ
た
典
籍
全
般
の
こ
と
を
指
す
。

　

そ
も
そ
も
、
寺
院
は
本
尊
を
祀
る
場
で
あ
る
と
共
に
僧
侶
が
生
活
し
修
学
を
行
う
場
で
も
あ
っ
た
。
僧
侶
が
祈
り
、
修
行
し
、
寺
院

を
継
承
す
る
た
め
に
は
、
経
典
の
み
な
ら
ず
法
を
受
け
継
い
だ
証
で
あ
る
印
信
、
法
会
や
修
法
を
行
う
た
め
の
次
第
書
、
経
典
の
理
解

を
深
め
る
た
め
の
注
釈
書
や
論
議
書
な
ど
多
種
多
様
な
書
物
が
必
要
に
な
る
。
故
に
、
寺
院
に
残
さ
れ
て
い
る
古
典
籍
は
、
基
本
的
に

は
そ
の
寺
院
に
関
わ
る
僧
侶
の
修
学
の
た
め
に
蓄
積
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
寺
院
に
蓄
積
さ
れ
た
聖
教
を
繙
く
こ
と
で
、

寺
院
と
そ
の
周
辺
で
の
修
学
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
住
僧
の
修
学
の
痕
跡
で
あ
る
聖

教
を
解
析
し
て
い
く
こ
と
は
、
寺
院
の
所
在
す
る
地
域
周
辺
に
お
け
る
法
流
の
伝
播
と
展
開
の
あ
り
さ
ま
を
解
明
す
る
こ
と
に
も
繋
が

る
で
あ
ろ
う
。
覚
城
院
に
お
い
て
も
所
蔵
典
籍
の
調
査
・
分
析
が
進
展
し
、
覚
城
院
と
そ
の
周
辺
で
の
修
学
の
実
態
が
明
ら
か
に
な
り

つ
つ
あ
る
。

　

稿
者
は
、
覚
城
院
に
お
け
る
調
査
に
基
づ
い
て
、
こ
れ
ま
で
「
金
光
寺
僧
行
範
の
修
学
―
覚
城
院
蔵
金
光
寺
旧
蔵
聖
教
を
中
心
に
」

（
中
山
一
麿
編
『
覚
城
院
資
料
の
調
査
と
研
究
〈
Ⅰ
〉
寺
院
文
献
資
料
学
の
新
展
開
1
』（
臨
川
書
店
、
二
〇
一
九
年
））、「
覚
城
院
に
お
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け
る
新
安
流
の
展
開
―
無
等
止
住
期
を
中
心
に
」（
仏
教
文
学
会
四
月
例
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
蔵
書
解
析
と
し
て
の
聖
教
調
査
―
覚

城
院
と
新
安
流
を
例
と
し
て
―
」、
二
〇
一
九
年
四
月
二
十
七
日
）
と
し
て
、
金
光
寺
（
覚
城
院
末
寺
）
の
僧
・
行
範
の
修
学
の
様
相

と
覚
城
院
と
の
関
わ
り
を
考
察
し
た
。
拙
論
で
は
、
行
範
と
同
時
期
に
覚
城
院
住
持
で
あ
っ
た
三
等
・
智
体
・
無
等
ら
が
新
安
流
を
中

心
に
修
学
し
て
い
た
こ
と
な
ど
は
明
ら
か
に
し
た
も
の
の
、
彼
ら
の
修
学
活
動
が
覚
城
院
の
中
で
有
機
的
に
つ
な
が
り
う
る
も
の
だ
っ

た
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
曖
昧
な
点
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
お
よ
び
考
察
を
踏
ま
え
て
、
覚
城
院
に
残
さ
れ
た
典
籍
か
ら
三
等
・
智
体
・
無
等
の
活
動

を
追
う
こ
と
で
、
覚
城
院
に
お
け
る
住
僧
の
修
学
と
法
流
の
展
開
の
様
相
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

一　

三
等
の
事
績

　

本
論
に
入
る
前
に
、
覚
城
院
に
つ
い
て
確
認
す
る
。
覚
城
院
は
、
真
言
宗
御
室
派
に
属
す
る
別
格
本
山
の
寺
格
を
有
す
る
。
開
基
は
、

弘
法
大
師
と
も
行
基
と
も
言
わ
れ
る
が
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
寺
伝
と
こ
れ
ま
で
の
調
査
に
よ
っ
て
「
隆
胤

－

隆
憲

－（
不
詳
）－

増
吽

－

宗
任

－

任
貞

－

宥
真

－
乗
遍

－

秀
憲

－

良
融

－

秀
遍

－

秀
聖

－

宥
賢

－

任
瑜

－

官
公

－

宥
盛

－

三
等

－

智
体

－

無
等

－

増
明

－

等
玄

－

行
深

－

唯
仁

－
宥
基

－
仁
純

－

宥
明
信
元

－

栂
尾
本
元
（
体
仁
）－

栂
尾
仲
道
（
来
仁
）－

栂
尾
祥
雲

－

森
諦
円

－

森
恭
円

－

森
大
輝
」

と
法
灯
を
継
承
し
て
き
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
三
等
・
智
体
・
無
等
が
住
持
を
務
め
た

時
代
は
、
江
戸
中
期
、
宝
永
か
ら
安
永
に
か
け
て
で
あ
る
。

　

三
等
（
延
宝
六
年
（
一
六
七
八
）
～
延
享
三
年
（
一
七
四
六
））
は
、
宝
永
四
年
（
一
七
〇
七
）
か
ら
元
文
二
年
（
一
七
三
七
）
ま
で

の
覚
城
院
住
持
で
あ
る
。
三
等
は
、
そ
の
生
涯
で
『
象
頭
山
金
毘
羅
大
権
現
霊
験
記
』『
不
動
明
王
霊
応
記
』『
般
若
心
経
秘
鍵
蛇
鱗
記
』

な
ど
複
数
の
著
作
を
残
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
覚
城
院
の
縁
起
で
あ
る
『
仁
保
浦
大
寧
山
覚
城
院
縁
起
』
が
あ
る
。
宝
永
七
年
（
一
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七
一
〇
）
に
記
さ
れ
た
こ
の
縁
起
に
は
、
三
等
が
住
職
に
な
っ
た
当
初
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

当
該
縁
起
に
よ
れ
ば
、
三
等
は
宝
永
四
年
（
一
七
〇
七
）
に
檀
徒
と
末
寺
の
招
き
に
よ
っ
て
高
松
よ
り
来
住
し
た
と
あ
る
。
そ
の
頃

の
覚
城
院
は
過
去
の
記
録
だ
け
で
な
く
本
尊
さ
え
も
散
逸
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。
縁
起
に
は
、「
余
今コ

ト
シ茲

遊
ン
テ

二

於
京
華
ニ一
訪
フ二
同
志
ヲ一
之
序

ツ
イ
テ

得
タ
リ

二

千
手
観
音
ノ
霊
像
ヲ一
」（

（
（

と
三
等
が
京
都
で
現
在
の
本
尊
と
な
る
千
手
観
音
を
入
手
す
る
な
ど
し
て
衰
退
状
況
に
あ
っ
た
覚
城
院
を
整

備
し
て
い
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
覚
城
院
に
と
っ
て
三
等
が
衰
退
し
て
い
た
覚
城
院
を
中
興
し
た
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か

る（
（
（

。

　

高
松
か
ら
来
住
す
る
ま
で
の
三
等
の
修
学
に
つ
い
て
は
未
詳
の
部
分
が
多
い
が
、
三
等
が
生
涯
を
通
じ
て
浄
厳
に
関
わ
る
聖
教
を
学

び
続
け
て
い
た
こ
と
が
平
川
恵
実
子
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（
（

。

　

浄
厳
は
、
高
野
山
南
院
の
良
意
の
瀉
瓶
と
な
り
、
後
に
良
意
か
ら
受
け
継
い
だ
安
祥
寺
流
を
基
礎
に
、
報
恩
院
流
、
地
蔵
院
流
な
ど

の
真
言
密
教
の
小
野
流
の
諸
流
を
統
合
し
て
新
安
祥
寺
流
（
新
安
流
）
の
流
祖
と
な
っ
た
近
世
真
言
密
教
の
大
立
者
の
ひ
と
り
で
あ
る
。

浄
厳
の
立
て
た
新
安
流
は
、
蓮
体
、
慧
光
を
は
じ
め
と
し
た
弟
子
た
ち
に
継
承
さ
れ
、
日
本
各
地
に
伝
播
し
た
。
讃
岐
で
は
浄
厳
の
弟

子
で
あ
る
蓮
体
と
慧
光
か
ら
伝
授
を
承
け
た
瑞
宝
が
高
松
大
護
寺
を
拠
点
に
す
る
な
ど
法
流
が
展
開
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

覚
城
院
内
に
は
、「
時
元
禄
九
年
七
月
廿
三
日　

武
都
北
岡
霊
雲
寺
開
基
苾
蒭　

妙
極
欽
識
ス
／
宝
永
六
年
仲
念
五
日　

讃
陽
仁
保
覚

城
院
現
住　

三
等
書
写
了
」（『
理
趣
経
法
安　
雲
』（
S7

－

12
））
な
ど
三
等
が
浄
厳
に
由
来
す
る
典
籍
や
新
安
流
に
関
わ
る
典
籍
を
書
写

し
た
と
す
る
奥
書
を
持
つ
も
の
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
覚
城
院
に
は
、「
寛
永
五
年
戊
子
三
月
」
と
の
年
記
を
持
つ
、
三
等
が
宝
厳
な
る
僧
か
ら
受
け
た
天
長
印
信
が
残
さ
れ
て
い

る
。
三
等
に
伝
授
を
与
え
た
宝
厳
は
、
浄
厳
か
ら
新
安
流
を
継
承
し
た
弟
子
の
一
人
で
あ
り
、
讃
岐
へ
の
新
安
流
伝
播
に
大
き
な
影
響

を
与
え
た
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
つ
つ
あ
る（

（
（

。
以
上
の
よ
う
な
覚
城
院
の
残
さ
れ
た
典
籍
か
ら
、
三
等
が
新
安
流
の
法
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流
を
汲
む
僧
侶
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　

さ
ら
に
、
覚
城
院
に
お
け
る
灌
頂
の
記
録
で
あ
る
『
当
院

灌
頂
修
行
之
記
録
』
に
は
、
三
等
が
来
住
の
翌
年
で
あ
る
宝

永
五
年
（
一
七
〇
八
）
か
ら
住
持
を
退
く
元
文
二
年
ま
で
の

お
よ
そ
三
十
年
間
に
灌
頂
を
九
回
実
施
し
、
延
べ
百
八
人
の

僧
侶
に
対
し
て
灌
頂
（
修
行
の
各
段
階
で
教
え
を
伝
授
（
付

法
）
し
、
法
の
後
継
者
と
す
る
儀
式
）
を
行
っ
た
こ
と
が
記

録
さ
れ
て
い
る
。
加
え
て
、
こ
の
記
録
に
は
三
等
の
僧
侶
に

対
す
る
灌
頂
と
同
時
に
実
施
さ
れ
た
俗
人
に
対
す
る
結
縁
灌

頂
の
人
数
も
記
さ
れ
て
い
る
。

　

表
①
は
、
三
等
に
よ
る
灌
頂
の
受
法
者
数
を
灌
頂
の
法
流
・

種
別
に
よ
っ
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

　

僧
侶
に
対
す
る
灌
頂
は
、
新
安
流
、
三
宝
院
流
の
各
種
灌

頂
と
共
に
出
家
時
に
行
わ
れ
る
受
明
灌
頂
も
実
施
さ
れ
て
お

り
、
継
続
的
に
覚
城
院
の
住
僧
の
み
な
ら
ず
仁
尾
地
域
内
外

の
多
く
の
僧
侶
に
対
し
て
伝
授
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
分

か
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
三
宝
院
流
伝
法
灌
頂
が
延
べ
二
十

五
人
に
行
わ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
安
流
の
灌
頂
（
受
明
、

表①　三等による灌頂の受者数（延べ数）（『当院灌頂修行之記録』による）

受明 安流受明 安流許可 安流伝法 三宝院伝法 結縁灌頂
宝永 5 年
（1708） 7 0 0 7 0 800/910

正徳 2 年
（1712） 2 0 5 1 8 －

正徳 5 年
（1715） 1 0 0 4 0 －

享保10年
（1725） 4 0 8 3 2 750

享保15年
（1730） 5 0 0 4 6 500

享保18年
（1733） 0 4 3 0 4 400

享保19年
（1734） 0 1 5 0 2 100余

元文 2 年
（1737） 0 3 0 7 1 300余

合計 26 8 20 28 25 －
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許
可
、
伝
法
）
が
延
べ
五
十
六
人
と
ほ
ぼ
倍
程
度
の
人
数
に
対
し
て
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
、
三
宝
院
流
の
灌
頂
は
実

施
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
一
方
で
、
新
安
流
の
灌
頂
は
毎
回
必
ず
実
施
さ
れ
て
お
り
、
新
安
流
が
他
の
法
流
に
対
し
て
重
要
視

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

俗
人
を
対
象
に
行
わ
れ
る
結
縁
灌
頂
も
、
最
も
少
な
い
享
保
十
九
年
で
百
人
あ
ま
り
、
最
も
多
い
宝
永
五
年
で
九
百
十
人
と
非
常
に

大
規
模
に
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
俗
人
に
対
す
る
大
規
模
な
結
縁
灌
頂
は
、
浄
厳
、
蓮
体
も
同
様
に
実
施
し
た
も
の
で
あ
り
、

新
安
流
を
基
盤
と
し
た
付
法
活
動
の
一
環
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
三
等
が
住
持
在
職
中
に
継
続
し
て
自
身
の

受
け
た
新
安
流
の
伝
授
を
盛
ん
に
行
い
、
新
安
流
を
中
心
と
し
た
道
場
と
し
て
覚
城
院
を
形
成
し
て
い
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　

ま
た
、
三
等
は
一
連
の
灌
頂
を
行
う
中
で
多
く
の
覚
城
院
僧
に
新
安
流
の
伝
授
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
中
で
三
等
の
次
代
で
あ
る
智

体
、
次
々
代
で
あ
る
無
等
も
、
左
記
の
よ
う
に
三
等
か
ら
新
安
流
と
三
宝
院
流
の
伝
授
を
授
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

《
三
等
か
ら
智
体
へ
の
伝
授
》（『
当
院
灌
頂
修
行
之
記
録
』
よ
り
抜
萃
）

◦
享
保
五
年
（
一
七
二
〇
）
三
月
十
五
日
：
受
明
灌
頂

　
「
一
同
日
当
院
資
高
松
産
父
一
宮
氏
母
中
井
姓
義
周
房
慧
日
於
当
道
場
受
明
灌
頂
令
許
容
之
了
」

◦
享
保
五
年
（
一
七
二
〇
）
三
月
十
六
日
：
安
流
許
可
灌
頂

　
「
一
同
日
豊
田
郡
高
谷
村
四
角
寺
慧
観
資
智
源
房
（
中
略
）
同
義
周
房
慧今智

体日
（
中
略
）
右
八
人
同
日
安
流
許
可
令
授
与
之
了
」

◦
享
保
十
年
（
一
七
二
五
）
十
月
十
五
日
：
三
宝
院
伝
法
灌
頂

　
「
同
日
当
院
資
義
周
房
智
体
於
当
道
場
三
宝
院
伝
法
灌
頂
令
許
与
之
了
」

◦
享
保
十
五
年
（
一
七
三
〇
）
十
月
二
十
二
日
：
安
流
伝
法
灌
頂
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「
同
日
当
院
資
義
周
房
智
体
於
当
道
場
安
流
伝
法
灌
頂
令
許
与
之
了
」

《
三
等
か
ら
無
等
へ
の
伝
授
》（『
当
院
灌
頂
修
行
之
記
録
』
よ
り
抜
萃
）

◦
享
保
十
五
年
（
一
七
三
〇
）
十
月
二
十
一
日
：
受
明
灌
頂

　
「
同
日
当
院
徒
俊
彦
房
無
等
於
当
道
場
受
明
灌
頂
令
許
与
之
胎　
八
葉　

文
殊

金　
　

大
日
」

◦
享
保
十
八
年
（
一
七
三
三
）
十
月
十
五
日
：
三
宝
院
伝
法
灌
頂

　
「
同
日
当
院
徒
俊
彦
房
無
等
於
当
道
場
三
宝
院
伝
法
灌
頂
令
許
与
之
了
」

◦
享
保
十
九
年
（
一
七
三
四
）
三
月
十
四
日
：
安
流
許
可
灌
頂

　
「
同
日
当
院
徒
俊
彦
房
無
等
安
流
許
可
令
授
与
之
了
」

◦
元
文
二
年
（
一
七
三
七
）
閏
十
一
月
二
日
：
安
流
伝
法
灌
頂

　
「（
略
）
当
院
徒
慈
渓
房
心
源
、
於
当
道
場
安
流
伝
法
灌
頂
令
許
与
之
了
（
中
略
）
同
日
同
俊
彦
房
無
等
同
令
許
与
之
了
」

　

覚
城
院
の
将
来
を
担
う
僧
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
修
学
の
初
期
に
三
等
か
ら
新
安
流
を
受
け
て
修
学
を
始
め
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
三
等
は
、
単
に
自
分
の
学
ん
だ
流
派
を
伝
授
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
自
分
の
後
継
者
と
な
る
可
能
性
の
あ
る
覚

城
院
の
僧
た
ち
に
伝
授
を
与
え
る
こ
と
で
覚
城
院
に
新
安
流
が
継
承
さ
れ
て
い
く
土
台
づ
く
り
を
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　

以
上
の
三
等
の
事
績
か
ら
、
三
等
は
、
衰
退
し
て
い
た
覚
城
院
を
再
興
し
、
そ
の
再
興
に
あ
た
っ
て
、
覚
城
院
を
新
安
流
の
道
場
と

し
て
形
成
し
て
い
こ
う
と
し
て
い
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
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二　

智
体
の
事
績

　

三
等
の
跡
を
継
い
だ
智
体
に
つ
い
て
は
、『
高
野
山
金
剛
峯
寺
諸
院
家
析
負
集
』
に
載
る
「
浄
菩
提
院
代
々
先
師
名
簿
」
に
伝
記
が
記

さ
れ
て
い
る（

（
（

。
智
体
の
伝
記
を
年
譜
に
ま
と
め
る
と
表
②
の
よ
う
に
な
る
。

表②　智体年譜

№ 和暦 西暦 年齢 事項
1 宝永 5 1708 1 高松にて出生
2 享保 6 1721 14 三等に従い得度
3 享保15 1730 23 高野山に登り、浄菩提院に入る
4 元文 2 1737 30 三等の病により覚城院に戻り晋山
5 延享 4 ? 1747 40 伊舎那院（財田）に転住。宝光院を兼帯
6 宝暦 4 1754 47 再び高野山に登り、勝鬘院に入る
7 宝暦10 1760 53 雨宝院住持を継ぐ
8 宝暦13 1763 56 勧学講演第三度を勤める
9 明和元 1764 57 浄菩提院住持を継ぐ

10 明和 8 1771 64 金剛三昧院快弁から具支灌頂を受ける
11 安永 3 1774 67 勧学会二﨟職を勤める
12 安永 4 1775 68 学頭に昇進
13 天明元 1781 74 覚証院に転住
14 天明元 1781 74 金剛峯寺寺務検校となる
15 天明 2 1782 75 病により寺務検校を辞す
16 天明 2 1782 75 示寂

　

そ
れ
に
よ
る
と
、
智
体
は
、
宝
永
五
年
（
一
七
〇
八
）
に

讃
岐
高
松
に
生
ま
れ
、
十
四
歳
で
三
等
の
下
で
得
度
し
、
二

十
三
歳
で
高
野
山
浄
菩
提
院
に
入
っ
た
。
そ
こ
で
七
年
ほ
ど

研
鑽
を
積
ん
で
い
た
と
こ
ろ
、
三
等
が
病
に
よ
っ
て
覚
城
院

住
持
を
退
く
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
高
野
山
か
ら
覚
城
院
に

戻
っ
て
住
持
に
な
っ
た
と
言
う
。
そ
の
後
、
智
体
は
十
年
で

覚
城
院
住
持
か
ら
退
き
、
伊
舎
那
院
に
転
住
し
た
。
こ
こ
で

智
体
が
転
住
し
た
伊
舎
那
院
は
、
近
世
に
覚
城
院
、
威
徳
院
、

明
王
院
、
延
命
院
と
と
も
に
「
西
讃
五
箇
院
」
と
呼
ば
れ
る

西
讃
岐
を
代
表
す
る
寺
院
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
智
体

が
西
讃
地
域
の
有
力
寺
院
の
住
職
を
歴
任
す
る
よ
う
な
人
物

で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　

そ
し
て
、
智
体
は
宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
）
に
四
十
七
歳

で
高
野
山
に
帰
山
し
、
雨
宝
院
、
次
い
で
浄
菩
提
院
の
住
職

を
務
め
、
安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
に
は
学
頭
に
昇
進
、
示
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寂
の
前
年
で
あ
る
天
明
元
年
（
一
七
八
一
）
に
は
高
野
山
の
ト
ッ
プ
で
あ
る
寺
務
検
校
に
上
り
詰
め
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
智
体
の
僧
侶
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
は
覚
城
院
か
ら
始
ま
る
が
、
彼
が
覚
城
院
住
持
と
し
て
活
動
し
た
期
間
は
六
十
年

の
キ
ャ
リ
ア
の
う
ち
十
年
だ
け
で
、
智
体
の
事
績
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
覚
城
院
の
外
部
、
特
に
高
野
山
で
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
る
。
智

体
の
聖
教
は
、
住
持
を
務
め
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
覚
城
院
内
で
は
二
点
し
か
発
見
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
も
、
智
体
の
修
学
や

僧
侶
と
し
て
の
活
動
の
場
の
中
心
は
、
長
く
活
動
し
た
高
野
山
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
い
知
れ
る
。

　

一
方
で
、
覚
城
院
に
は
『
般
若
心
経
秘
鍵
疏
記
板
行
勧
奨
牒
』
な
る
『
般
若
心
経
秘
鍵
蛇
鱗
記
』
の
開
板
に
関
す
る
資
料
が
伝
存
す

る
。『
般
若
心
経
秘
鍵
蛇
鱗
記
』
は
三
等
の
著
述
の
一
つ
で
あ
る
が
、
三
等
の
存
命
中
の
出
版
が
叶
わ
ず
、
三
等
没
後
に
弟
子
た
ち
に

よ
っ
て
出
版
さ
れ
た
。
当
該
資
料
に
は
、『
般
若
心
経
秘
鍵
蛇
鱗
記
』
を
出
版
す
る
た
め
の
予
算
や
本
文
の
仮
刷
り
と
と
も
に
、
出
版
費

用
を
募
る
た
め
の
趣
意
文
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
趣
意
文
の
末
尾
に
は
智
体
の
印
が
捺
さ
れ
て
お
り
、
弟
子
を
代
表
し
て
智
体
が
趣

意
文
を
書
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
智
体
が
、
自
他
共
に
認
め
る
三
等
の
弟
子
を
代
表
す
る
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　

ま
た
、『
当
院
灌
頂
修
行
之
記
録
』
に
は
、
延
享
二
年
（
一
七
四
五
）
に
智
体
が
お
こ
な
っ
た
灌
頂
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ

れ
ば
、
智
体
は
、
受
明
灌
頂
を
四
人
に
、
安
流
を
四
人
に
、
三
宝
院
流
憲
深
方
を
一
人
、
俗
人
に
対
す
る
結
縁
灌
頂
を
五
百
人
余
り
に

実
施
し
て
い
る
。
覚
城
院
に
お
い
て
智
体
が
実
施
し
た
灌
頂
が
、『
当
院
灌
頂
修
行
之
記
録
』
に
載
る
こ
の
一
度
だ
け
だ
っ
た
か
は
検
討

が
必
要
で
あ
る
が
、
新
安
流
の
伝
授
が
他
の
法
流
に
比
べ
て
多
い
こ
と
、
俗
人
に
対
し
て
百
人
単
位
の
大
規
模
な
結
縁
灌
頂
を
行
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
智
体
の
代
に
お
い
て
も
三
等
止
住
期
と
同
様
に
新
安
流
を
中
心
と
し
た
付
法
活
動
が
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

加
え
て
、
覚
城
院
に
は
智
体
が
住
持
を
務
め
た
雨
宝
院
の
も
の
と
思
わ
れ
る
聖
教
あ
る
い
は
什
物
を
納
め
る
箱
が
伝
来
し
て
い
る
。

雨
宝
院
と
覚
城
院
と
の
関
わ
り
は
智
体
の
他
に
は
見
い
だ
せ
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
箱
と
そ
の
中
に
納
め
ら
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
内
容

物
は
、
智
体
が
つ
な
い
だ
縁
に
よ
っ
て
覚
城
院
に
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
無
等
と
同
時
期
に
覚
城
院
の
末
寺
で
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あ
る
金
光
寺
の
住
職
で
あ
っ
た
行
範
は
、
智
体
が
住
持
を
務
め
た
浄
菩
提
院
で
典
籍
の
書
写
や
伝
授
を
受
け
て
い
る（

（
（

。

　

以
上
の
事
例
か
ら
智
体
が
覚
城
院
や
そ
の
周
辺
と
高
野
山
を
つ
な
ぐ
パ
イ
プ
役
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
智
体
は
覚
城
院
に

は
十
年
し
か
止
住
し
な
か
っ
た
も
の
の
、
三
等
か
ら
新
安
流
を
中
心
と
し
た
覚
城
院
を
受
け
継
ぎ
、
住
職
を
辞
し
た
後
も
高
野
山
と
覚

城
院
を
つ
な
ぐ
こ
と
で
そ
の
発
展
に
寄
与
し
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

三　

無
等
の
事
績

　

智
体
の
後
に
覚
城
院
住
持
に
晋
山
し
た
無
等
は
、
享
保
二
年
（
一
七
一
七
）
に
生
ま
れ
、
寛
政
六
年
（
一
七
九
五
）
に
七
十
八
歳
で

没
し
た
。
覚
城
院
に
は
、
無
等
に
関
わ
る
聖
教
が
そ
の
生
涯
と
ほ
ぼ
重
な
る
よ
う
に
伝
存
し
て
い
る
。
無
等
に
関
わ
る
聖
教
と
記
録
か

ら
無
等
の
年
譜
を
ま
と
め
る
と
表
③
の
よ
う
に
な
る
。

表
③
　
無
等
年
譜

№
和

暦
西

暦
月

日
年

齢
事

項
典

拠
1

享
保

2
1717

1
出

生
2

享
保

15
1730

10月
21日

14
三

等
よ

り
新

安
流

受
明

灌
頂

を
受

け
る

『
当

院
灌

頂
修

行
之

記
録

』
3

享
保

18
1733

10月
15日

17
三

等
よ

り
三

宝
院

流
伝

法
灌

頂
を

受
け

る
『

当
院

灌
頂

修
行

之
記

録
』

4
享

保
19

1734
3
月

14日
18

三
等

よ
り

新
安

流
許

可
灌

頂
を

受
け

る
『

当
院

灌
頂

修
行

之
記

録
』

『
許

可
〈

安
〉』（

S12－71）
5

享
保

20
1735

6
月

19
「

三
宝

院
印

信
口

決
血

脈
」

を
書

写
『

三
宝

院
印

信
口

決
血

脈
』（

S1－18）
6

元
文

2
1737

閏
11月

2
日

21
三

等
よ

り
新

安
流

伝
法

灌
頂

を
受

け
る

『（
三

等
授

無
等

伝
法

灌
頂

紹
文

）』（
S7－54－1）

ほ
か

7
延

享
5

1748
9
月

2
日

32
妙

瑞
本

を
書

写
『

光
明

真
言

〈
土

砂
加

持
〉』（

S15－133）
8

延
享

5
1748

9
月

2
日

32
妙

瑞
本

を
書

写
『

秘
賛

』（
S15－134）

9
延

享
5

1748
9
月

3
日

32
妙

瑞
本

を
書

写
『

土
砂

加
持

表
白

〈
并

日
記

/過
去

帳
〉』（

S15－132）
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№
和

暦
西

暦
月

日
年

齢
事

項
典

拠
10

延
享

5
1748

9
月

5
日

32
妙

瑞
本

を
書

写
『

土
砂

加
持

作
法

』（
S15－131）

11
延

享
5

1748
7
月

32
「

聖
教

目
録

　
三

等
法

印
自

筆
等

」
を

作
成

『
聖

教
目

録
　

三
等

法
印

自
筆

等
』（

S12－56）
12

寛
延

元
1748

閏
10月

32
「

霊
宝

什
具

記
」

を
補

記
『

霊
宝

什
具

記
』

13
寛

延
2

1749
6
月

33
次

第
書

（
諸

尊
法

）
等

を
書

写
『

諸
尊

〈
阿

閦
/宝

生
/定

光
/善

名
称

〉』（
S5－85－1－0）

等
14

宝
暦

2
1752

4
月

7
日

36
覚

城
院

で
■

光
本

を
書

写
『

胎
蔵

道
場

観
〈

大
谷

/三
部

字
輪

観
〉』（

S6－40－3）
15

宝
暦

2
1752

8
月

17日
36

覚
城

院
で

神
呪

寺
宝

乗
か

ら
三

宝
院

流
幸

心
方

の
伝

授
を

受
け
る

『
三

宝
院

幸
心

方
伝

授
記

　
巻

一
』（

S11－4－2）
16

宝
暦

2
1752

9
月

36
神

呪
寺

宝
乗

伝
授

の
三

宝
院

流
初

重
印

可
を

書
写

『
初

重
』（

S5－114－1）
17

宝
暦

4
1754

2
月

8
日

38
神

呪
寺

で
宝

乗
か

ら
三

宝
院

流
幸

心
方

第
二

重
印

可
を

受
け

る
『

三
宝

院
幸

心
方

伝
授

記
　

巻
一

』（
S11－4－2）

18
宝

暦
4

1754
4
月

7
日

38
神

呪
寺

で
『

結
縁

灌
頂

部
録

』
を

書
写

『
結

縁
灌

頂
部

録
』（

S6－11）
19

宝
暦

7
1757

5
月

25日
41

神
呪

寺
宝

乗
伝

授
の

三
宝

院
流

第
二

重
印

可
を

書
写

『
二

重
』（

S5－114－2）
20

宝
暦

7
1757

6
月

25日
41

神
呪

寺
で

宝
乗

か
ら

三
宝

院
流

幸
心

方
第

三
重

印
可

を
受

け
る

『
三

宝
院

幸
心

方
伝

授
記

　
巻

一
』（

S11－4－2）
21

宝
暦

7
1757

7
月

8
日

41
神

呪
寺

宝
乗

か
ら

伝
授

（
三

宝
院

流
）

を
受

け
る

『
醍

醐
三

宝
院

大
事

』（
S18－10）

22
宝

暦
8

1758
42

神
呪

寺
で

宝
乗

本
を

□
海

に
書

写
さ

せ
る

『
玄

秘
抄

　
全

四
帖

］』（
S5－83）

23
宝

暦
8

1758
42

神
呪

寺
で

宝
乗

本
を

令
写

さ
せ

る
『

金
宝

集
』（

S5－84）
24

宝
暦

9
1759

43
『

胎
蔵

入
理

鈔
』

三
巻

を
書

写
『

胎
蔵

入
理

鈔
上

』（
S16－40－1～

3）
25

宝
暦

10
1760

44
『

金
界

発
慧

鈔
』

三
巻

を
書

写
『

金
界

発
慧

鈔
』（

S16－41－1～
3）

26
宝

暦
14

1764
4
月

19日
48

宝
乗

本
を

書
写

す
る

『
当

流
嫡

々
三

重
相

承
秘

口
訣

』（
S18－11）

27
明

和
2

1765
9
月

49
行

範
本

を
書

写
『

宀
一

山
秘

密
記

』（
S16－83）

28
明

和
3

1766
3
月

18日
50

純
浄

本
、

快
嵓

本
を

書
写

『
先

徳
略

名
口

決
＜

広
沢

＞
』（

S12－90）
29

明
和

5
1768

7
月

晦
日

52
快

嵓
本

を
書

写
『

三
十

帖
目

録
＜

大
師

御
□

□
/御

■
□

□
□

＞
』（

S12－89）
30

明
和

7
1770

11月
21日

54
宝

乗
の

後
を

受
け

て
曇

龍
に

三
宝

院
流

幸
心

方
の

伝
授

を
授

け
る

『
＜

幸
心

方
＞

第
三

重
印

可
伝

授
聞

記
　

巻
四

』（
S11－4－5）

31
明

和
8

1771
55

（
当

山
聖

教
目

録
を

作
成

ヵ
）

『
当

山
聖

教
目

録
』（

S11－1）
32

明
和

9
1772

5
月

6
日

56
神

呪
寺

宝
輪

、広
厳

院
周

鑁
、覚

城
院

等
雅

ら
に

三
宝

院
幸

心
方

の
伝

授
を

行
う

『
三

宝
院

幸
心

方
伝

授
日

記
』（

S11－4－1）
33

安
永

6
1777

61
覚

城
院

住
持

を
退

く
『

当
院

灌
頂

修
行

之
記

録
』

34
天

明
3

1783
67

覚
城

院
住

持
増

明
に

伝
授

を
行

う
『

授
印

可
』（

S5－115－1）
35

寛
政

6
1795

5
月

23日
78

入
寂

（
享

年
78）
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無
等
の
修
学
は
、
享
保
十
五
年
（
一
七
三
〇
）
十
四
歳
の
時
に
三
等
か
ら
受
け
た
新
安
流
の
伝
授
か
ら
始
ま
る
。（
№
2
）
覚
城
院
に

は
、『
三
等
授
無
等
伝
法
灌
頂
紹
文
』（
S7

－

54

－

1
）
な
ど
無
等
が
修
学
初
期
に
三
等
か
ら
伝
授
さ
れ
た
印
信
が
複
数
残
さ
れ
て
お
り
、

無
等
が
修
学
初
期
に
三
等
か
ら
新
安
流
を
摂
取
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
こ
の
後
、
無
等
は
高
野
山
釈
迦
文
院
の
学
僧
妙
瑞
に
関
わ

る
典
籍
を
書
写
す
る
な
ど
修
学
を
積
み
、
延
享
五
年
頃
に
覚
城
院
住
持
に
晋
山
し
た
こ
と
が
聖
教
や
記
録
か
ら
確
認
で
き
る
。

　

宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
）
か
ら
宝
暦
七
年
（
一
七
五
七
）
に
か
け
て
、
無
等
は
複
数
回
に
亘
っ
て
神
呪
寺
に
赴
い
て
宝
乗
よ
り
三
等

院
流
幸
心
方
（
報
恩
院
流
）
の
伝
授
を
受
け
、
典
籍
を
写
得
し
て
い
る
。（
№
15
～
№
21
）

　

神
呪
寺
は
、
兵
庫
県
西
宮
市
甲
山
の
中
腹
に
所
在
す
る
真
言
宗
寺
院
で
あ
る
。
神
呪
寺
で
無
等
に
報
恩
院
流
の
伝
授
を
授
け
た
宝
乗

は
、
正
徳
五
年
（
一
七
一
五
）
に
三
等
よ
り
新
安
流
の
伝
授
を
受
け
た
こ
と
が
『
当
院
灌
頂
修
行
之
記
録
』
に
記
さ
れ
て
お
り（

（
（

、
覚
城

院
で
修
学
を
積
ん
だ
無
等
の
兄
弟
子
に
あ
た
る
人
物
で
あ
っ
た
。『
当
院
灌
頂
修
行
之
記
録
』
の
宝
乗
が
延
享
三
年
に
覚
城
院
で
行
っ
た

灌
頂
の
記
録
に
は
「
延
享
三
丙
寅
歳
当
院
中
興
三
等
法
印
高
弟
河
内
国
通
法
寺
前
住
宝
乗
比
丘
当
于
亡
父
信
岩
宗
徳
居
士
三
十
三
周
忌

為
追
善
於
当
道
場
修
行
灌
頂
畢
」
と
あ
り
、
宝
乗
が
覚
城
院
で
学
ん
だ
後
に
河
内
国
通
法
寺
に
転
じ
て
住
持
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
確

認
で
き
る
。
更
に
、『
甲
山
神
呪
寺
史
』
に
よ
れ
ば
、
寛
延
元
年
（
一
七
四
八
）
か
ら
は
神
呪
寺
の
住
職
を
務
め
た
と
い
う（

（
（

。

　

こ
の
時
、
神
呪
寺
で
無
等
が
宝
乗
よ
り
受
け
た
法
流
は
、『
三
宝
院
幸
心
方
伝
授
記　

巻
一
』（
S11

－

4

－

2
）、『
醍
醐
三
宝
院
大
事
』

（
S18

－

10
）
な
ど
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
無
等
が
修
学
初
期
に
三
等
か
ら
伝
授
さ
れ
た
新
安
流
で
は
な
く
、
三
宝
院
流
幸
心
方
＝
報

恩
院
流
で
あ
っ
た
。
神
呪
寺
で
の
修
学
以
降
、
無
等
の
修
学
の
中
心
は
、
そ
れ
ま
で
の
三
等
か
ら
受
け
継
い
だ
新
安
流
か
ら
宝
乗
か
ら

伝
授
さ
れ
た
報
恩
院
流
へ
と
移
っ
て
い
く
。

　

無
等
は
、
明
和
七
年
（
一
七
七
〇
）
に
亡
き
宝
乗
に
代
わ
っ
て
幸
心
方
の
伝
授
を
曇
龍
に
授
け
て
い
る
。（
№
30
）
そ
の
際
の
記
録
で

あ
る
『
幸
心
方
第
三
重
印
可
伝
授
聞
記　

巻
四
』（
S11

－

4

－

5
）
に
は
、「
高
野
山
慈
世
房
曇
龍
先
年
甲
山
宝
乗
師
ヨ
リ

伝
授
ア
リ

／
残
リ

－ 68 －（101）



続
伝
授
依　
二
懇
望　
一
令　
二
授
与　
一
了
」
と
、
宝
乗
が
途
中
ま
で
行
っ
て
い
た
報
恩
院
流
の
伝
授
を
無
等
が
引
き
継
い
だ
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
明
和
九
年
（
一
七
七
二
）『
三
宝
院
幸
心
方
伝
授
日
記
』（
S11

－
4

－
1
）
に
は
、
宝
乗
の
跡
を
継
い
で
神
呪
寺
住
持
に
な
っ

て
い
た
宝
輪
を
は
じ
め
と
し
た
僧
に
報
恩
院
流
を
伝
授
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。（
№
32
）
こ
れ
ら
の
典
籍
か
ら
、
無
等
は
単
に
宝

乗
か
ら
報
恩
院
流
の
伝
授
を
受
け
て
い
た
だ
け
で
は
な
く
、
宝
乗
の
報
恩
院
流
を
受
け
継
ぐ
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　

加
え
て
、
宝
乗
か
ら
伝
授
を
受
け
て
以
降
、『
当
院
灌
頂
修
行
之
記
録
』
に
は
無
等
が
行
っ
た
灌
頂
が
左
記
の
三
回
（
宝
暦
九
年
（
一

七
五
九
）・
宝
暦
十
三
年
（
一
七
六
三
）・
明
和
六
年
（
一
七
六
九
））
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
す
べ
て
が
報
恩
院
流
の
伝
授
で
あ
り
、

新
安
流
の
伝
授
の
記
録
は
見
出
し
得
な
い
。

一
宝
暦
九
己
卯
二
月
廿
日
火
曜

斗
宿

　
　

当
院
資
高
松
志
度
村
産
観
亮
房
等
海
於
当
道
場
三
宝
院
憲
ー
伝
法
灌
頂
令
許
与
了

一
同
日　

当
院
末
寺
瑞
雲
院
資
当
国
本
山
村
産
大
円
坊
英
旭
於
当
道
場
三
宝
院
憲
ー
伝
法
灌
頂
令
授
与
了

一
同
日　

箱
浦
香
蔵
寺
資
同
浦
産
英
仁
房
如
実
於
当
道
場
三
宝
院
憲
ー
伝
法
灌
頂
授
与
之
了

一
廿
一
日　

廿
二
日　

廿
三
日

　
　

右
三
日
結
縁
男
女
二
千
二
百
人
余

一
宝
暦
十
三
癸
未
十
月
廿
一
日
張
宿

火
曜

　
　

当
院
資
白
方
ノ
産
慈
湛
房
等
如　

於　

当
道
場
院
三
宝
院
憲
ー
伝
法
灌
頂
令
許
与
了

　

同
日　

当
院
末
金
光
寺
資
当
所
産
文
隆
房
行
如
於
当
道
場
三
宝
院
憲
ー
伝
法
灌
頂
令
許
与
了
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同
日　

当
院
末
瑞
雲
院
資
吉
厚
ノ
産
義
道
房
本
心
於
当
道
場
三
宝
院
憲
ー
伝
法
灌
頂
令
許
与
了

明
和
六
己
丑
二
月
廿
一
日

一
広
厳
院
資
義
全
房
周
鑁
於
当
道
場
三
宝
院
憲
ー
伝
法
灌
頂
令
許
与
畢

　

同
日　

金
光
寺
資
貞
山
房
行
雅
於
当
道
場
三
宝
院
憲
ー
伝
法
灌
頂
令
許
与
畢

　

同
日　

当
院
資
恵
純
房
心
国
於
当
道
場
三
宝
院
憲
ー
伝
法
灌
頂
令
許
与
畢

　

同
日　

当
院
資
慈
鏡
房
等
雅
於
当
道
場
三
宝
院
憲
ー
伝
法
灌
頂
令
許
与
畢

　

廿
二
日　

吉
祥
院
資
恵
燈
房
真
行
於
当
道
場
三
宝
院
憲
ー
伝
法
灌
頂
令
許
与
畢

　

同
日　

香
蔵
寺
資
諦
定
房
心
殿
於
当
道
場
三
宝
院
憲
ー
伝
法
灌
頂
令
許
与
之
畢

　

同
日　

瑞
雲
院
資
寂
明
房
旭
琴
於
当
道
場
三
宝
院
憲
ー
伝
法
灌
頂
令
許
与
畢

　

廿
三
日
四
日
五
日

　
　

右
三
日
之
間
結
縁
男
女
五
百
人
余

　

以
上
の
よ
う
に
、
無
等
の
修
学
は
そ
の
初
期
に
は
三
等
よ
り
受
け
た
新
安
流
の
修
学
を
中
心
に
展
開
さ
れ
て
い
た
が
、
宝
暦
以
降
、

報
恩
院
流
へ
と
主
軸
が
移
っ
て
い
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
無
等
の
修
学
の
経
過
は
、
三
等
が
形
成
し
、
智
体
が
受
け
継
い
だ
新
安
流
と
そ

の
法
流
を
核
と
す
る
覚
城
院
を
、
報
恩
院
流
を
中
心
と
す
る
も
の
へ
と
転
換
し
て
い
っ
た
よ
う
に
も
見
え
る
。

　

し
か
し
、
一
方
で
、
無
等
は
三
等
、
智
体
と
同
様
に
俗
人
に
対
す
る
大
規
模
な
灌
頂
を
実
施
し
て
い
る
。
し
か
も
、
そ
の
人
数
も
三

等
、
智
体
の
代
で
は
百
人
単
位
で
あ
っ
た
受
法
者
数
が
、
最
大
で
二
千
二
百
人
あ
ま
り
に
達
す
る
な
ど
、
規
模
が
著
し
く
拡
大
し
て
い
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る
。
無
等
が
、
三
等
、
智
体
に
続
い
て
覚
城
院
の
新
安
流
に
基
づ
く
付
法
活
動
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
い
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

ま
た
、
無
等
は
、
延
享
五
年
に
三
等
に
関
わ
る
典
籍
の
目
録
と
思
わ
れ
る
『
聖
教
目
録　

三
等
法
印
自
筆
等
』（
S12

－

56
）
の
作
成

や
三
等
の
代
か
ら
の
什
宝
帳
で
あ
る
『
霊
宝
什
具
記
』
の
補
記
を
行
う
な
ど
、
三
等
の
聖
教
の
整
理
や
覚
城
院
什
宝
の
整
備
を
行
っ
て

い
る
。（
№
11
、
12
）
三
等
が
、
新
安
流
を
基
盤
と
し
て
つ
く
っ
た
覚
城
院
を
継
承
す
る
意
識
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
無
等

は
、
三
等
の
後
継
者
と
し
て
新
安
流
を
中
心
に
し
た
覚
城
院
を
受
け
継
ぎ
つ
つ
、
宝
乗
か
ら
報
恩
院
流
を
承
け
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　

無
等
に
報
恩
院
流
を
授
け
た
宝
乗
は
、
先
述
の
通
り
三
等
か
ら
新
安
流
の
伝
授
を
受
け
、『
灌
頂
修
行
之
記
録
』
で
は
「
三
等
高
弟
」

と
ま
で
書
か
れ
て
い
る
他
、『
般
若
心
経
秘
鍵
蛇
鱗
記
』
の
序
を
執
筆
す
る
だ
け
で
は
な
く（

（1
（

、
開
版
に
あ
た
っ
て
は
資
金
を
出
資
し
て
お

り
、
三
等
と
深
い
師
弟
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
さ
ら
に
宝
乗
が
住
持
を
務
め
た
神
呪
寺
は
、
宝
乗
の
止
住
期
に
仁
和
寺
末
か

ら
河
内
延
命
寺
の
末
寺
に
転
じ
て
い
る（

（1
（

。
河
内
延
命
寺
は
、
浄
厳
が
再
興
し
、
そ
の
弟
子
で
あ
る
蓮
体
が
住
持
を
務
め
た
寺
院
で
あ
り
、

江
戸
霊
雲
寺
に
な
ら
ぶ
新
安
流
の
拠
点
寺
院
と
し
て
知
ら
れ
る
。
こ
の
神
呪
寺
の
延
命
寺
末
へ
の
転
換
は
、
当
時
住
持
で
あ
っ
た
宝
乗

の
主
導
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
と
推
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
宝
乗
の
修
学
の
中
核
を
な
し
て
い
た
法
流
は
、
三
等
の
系
統
に
連

な
る
新
安
流
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
無
等
は
、
新
安
流
を
主
た
る
法
流
に
据
え
る
神
呪
寺
で
、
新
安
流
を
中
心
に
修
学

を
積
ん
だ
宝
乗
か
ら
報
恩
院
流
の
伝
授
を
数
年
に
亘
っ
て
継
続
し
て
受
け
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　

し
か
し
、
無
等
が
宝
乗
か
ら
承
け
た
報
恩
院
流
は
、
三
宝
院
の
末
流
と
し
て
の
報
恩
院
流
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
ん
と

な
れ
ば
、
報
恩
院
流
は
、
新
安
流
の
伝
書
の
一
つ
で
あ
る
『
安
祥
寺
諸
流
一
統
血
脈
』
に
お
い
て
、
浄
厳
が
良
意
よ
り
受
け
継
い
だ
法

流
の
ひ
と
つ
と
し
て
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
無
等
は
報
恩
院
流
を
独
立
し
た
法
流
と
し
て
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
新

安
流
を
構
成
す
る
一
要
素
と
し
て
宝
乗
か
ら
相
承
し
て
い
る
と
捉
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
無
等
の
報
恩
院
流
を
中
心
と
し
た
修
学
と
付
法
は
、
三
等
・
智
体
期
か
ら
の
法
流
の
転
換
で
は
な
く
、
む
し
ろ
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三
等
と
智
体
に
よ
っ
て
覚
城
院
に
お
い
て
形
成
さ
れ
て
き
た
新
安
流
の
法
流
を
受
け
継
ぎ
、
従
来
あ
っ
た
三
等
か
ら
受
け
継
い
だ
新
安

流
に
宝
乗
系
統
の
報
恩
院
流
を
継
ぎ
足
す
こ
と
で
、
覚
城
院
の
新
安
流
を
増
補
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
無
等

の
修
学
は
、
三
等
・
智
体
が
受
け
継
い
で
き
た
新
安
流
を
土
台
と
し
て
、
新
た
な
法
流
を
接
ぎ
木
す
る
こ
と
で
、
覚
城
院
に
お
け
る
新

安
流
の
拡
大
と
発
展
を
図
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
三
等
、
智
体
、
無
等
の
三
代
の
事
績
を
覚
城
院
聖
教
か
ら
跡
付
け
て
き
た
。
三
等
か
ら
無
等
ま
で
の
覚
城
院
に
お
け
る
住
持

の
活
動
を
閲
す
る
に
、
三
等
、
智
体
、
無
等
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
独
自
の
修
学
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。
し
か
し
、
覚
城
院
に
残
さ
れ
た

聖
教
や
記
録
を
見
て
い
く
と
、
ば
ら
ば
ら
に
見
え
る
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
が
、
新
安
流
と
い
う
法
流
を
軸
に
し
て
一
定
の
方
向
性
を
も
っ

て
つ
な
が
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
覚
城
院
に
お
い
て
は
、
数
世
代
に
亘
っ
て
新
安
流
を
深
化
さ
せ
、
拡

大
し
よ
う
と
す
る
志
向
性
を
も
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
住
持
の
修
学
や
付
法
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
覚
城
院
に
お
け
る
新
安
流
の
伝
播
と
展
開
の
あ
り
よ
う
は
、
新
安
流
が
地
方
に
伝
播
し
た
後
の
展
開
の
様
相
と
、
近
世

の
地
方
寺
院
に
お
い
て
、
住
持
の
修
学
と
そ
の
寺
院
に
お
け
る
法
流
の
展
開
が
い
か
に
関
わ
っ
て
い
た
の
か
を
考
え
る
一
つ
の
事
例
と

し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。

【
注
】

（
1
）	

香
川
県
の
荘
内
半
島
の
西
側
の
付
け
根
に
位
置
し
、
中
世
に
は
京
都
の
上
賀
茂
社
領
と
し
て
成
立
・
発
展
し
、
近
世
に
は
瀬
戸
内
海
運
、
商
工
業
に
お
け
る
西
讃
岐
地
域
の
重

要
な
港
町
の
ひ
と
つ
と
し
て
繁
栄
し
た
地
域
で
あ
る
。

（
2
）	

資
料
の
引
用
に
あ
た
っ
て
は
、
字
体
は
通
用
の
字
体
に
改
め
、
適
宜
、
句
読
点
を
付
し
た
。
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（
3
）	

こ
の
ほ
か
、
三
等
は
覚
城
院
の
寺
域
を
仁
尾
の
市
街
地
か
ら
仁
尾
城
跡
の
現
在
地
へ
移
転
し
整
備
を
図
っ
た
と
さ
れ
る
。

（
4
）	
平
川
恵
美
子
「
蔵
書
か
ら
見
る
覚
城
院
周
縁
～
主
要
な
僧
と
関
連
寺
院
に
つ
い
て
～
」
中
山
一
麿
編
『
覚
城
院
資
料
の
調
査
と
研
究
〈
Ⅰ
〉
寺
院
文
献
資
料
学
の
新
展
開
1
』

（
臨
川
書
店
、
二
〇
一
九
年
）

（
5
）	

向
村
九
音
「
道
隆
寺
僧
宝
厳
関
連
聖
教
に
み
る
新
安
流
の
讃
岐
伝
播
の
一
端
」
仏
教
文
学
会
四
月
例
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
蔵
書
解
析
と
し
て
の
聖
教
調
査
―
覚
城
院
と
新
安

流
を
例
と
し
て
―
」、
二
〇
一
九
年
四
月
二
十
七
日
）

（
6
）	

「
浄
菩
提
院
代
代
先
師
名
簿
」
は
、『
続
真
言
宗
全
書　

三
十
五
』
に
収
載
さ
れ
て
い
る
も
の
に
よ
っ
た
。

（
7
）	

行
範
の
修
学
と
智
体
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
金
光
寺
僧
行
範
の
修
学
―
覚
城
院
蔵
金
光
寺
旧
蔵
聖
教
を
中
心
に
」
で
考
察
し
た
。

（
8
）	

『
当
院
灌
頂
修
行
之
記
録
』
の
正
徳
五
年
二
月
十
八
日
に
は
、「
一
同
日
当
院
資
当
所
産
父
母
共
吉
田
氏
義
諦
房
宝
乗
於
当
院
道
場
安
流
伝
法
灌
頂
令
許
与
之
了
」
と
記
さ
れ
て

い
る
。

（
9
）	

『
甲
山
神
呪
寺
史
』（
神
呪
寺
、
二
〇
一
一
年
）
に
は
、「
○
宝
乗
広
観
大
和
尚　

寛
延
元
年
入
山
、
寛
延
二
年
本
堂
を
仏
性
原
よ
り
現
在
の
所
に
移
す
、
在
職
十
七
年
、
明
和

元
年
八
月
十
八
日
寂
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

（
10
）	

『
般
若
心
経
秘
鍵
蛇
鱗
記
』
の
叙
に
は
、「
宝
暦
壬
申
五
月
之
吉
摂
津
国
武
庫
山
神
呪
密
寺
住
持
苾
蒭
宝
乗
謹
誌
」（
引
用
は
『
続
真
言
宗
全
書　

二
十
』
に
よ
っ
た
）
と
あ
る
。

（
11
）	

『
甲
山
神
呪
寺
史
』
に
は
、「
神
呪
寺
が
い
つ
か
ら
仁
和
寺
末
寺
と
な
っ
た
の
か
、
伝
に
よ
れ
ば
、
梶
原
景
時
の
再
建
以
後
、
仁
和
寺
兼
帯
の
こ
と
も
あ
り
、
ま
た
門
跡
方
も
住

持
と
な
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
ら
し
い
。
こ
の
時
か
ら
真
言
宗
仁
和
寺
末
寺
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。（
中
略
）
延
宝
年
間
（
一
六
七
三
）
に
は
宝
珠
院
、
宝
暦
十
三
年
十
月
二

十
二
日
に
氷
律
院
な
ど
の
院
号
を
つ
け
ら
れ
た
。
こ
れ
は
神
呪
寺
の
格
式
に
よ
っ
て
贈
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
宝
暦
の
末
に
河
州
延
命
寺
派
の
末
寺
に
な
っ
た
。

原
因
は
判
ら
な
い
が
、
こ
れ
を
き
ら
っ
て
寛
政
十
年
（
一
七
九
八
）
仁
和
寺
末
寺
と
な
る
よ
う
に
と
の
嘆
願
を
し
た
。
延
命
寺
は
神
呪
寺
よ
り
格
式
が
下
で
あ
る
。
そ
の
末
寺

に
な
る
の
が
忍
び
難
い
と
い
う
の
が
そ
の
理
由
で
あ
っ
た
。
こ
の
寛
政
年
代
か
ら
再
び
仁
和
寺
末
寺
と
な
っ
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。」
と
あ
る
。

＊
討
論
要
旨

　

齋
藤
真
麻
理
氏
は
、
発
表
で
考
察
さ
れ
て
い
る
新
安
流
に
つ
い
て
次
の
点
を
質
問
し
た
。
中
山
一
麿
先
生
を
中
心
と
し
て
、
柏
原
さ
ん
も
参
加
さ
れ
て
い
る
覚
城
院
の
調
査
研
究
と

い
う
の
は
、
大
変
精
緻
な
研
究
が
進
ん
で
お
り
、
仏
教
文
学
会
で
も
注
目
さ
れ
て
い
て
、
地
方
の
基
幹
寺
院
の
個
別
の
事
例
研
究
と
し
て
大
変
す
ば
ら
し
い
達
成
を
み
て
い
る
。
し
か

し
新
安
流
、
報
恩
院
流
と
い
う
こ
と
ば
を
初
め
て
聞
か
れ
る
方
も
大
変
多
い
か
と
思
う
の
で
、
そ
の
点
で
質
問
し
た
い
。
新
安
流
と
い
う
流
派
が
、
非
常
に
優
位
を
保
っ
た
と
い
う
点
、

そ
れ
が
途
中
で
報
恩
院
流
に
優
位
性
が
入
れ
替
わ
っ
た
と
い
う
現
象
が
起
き
て
い
る
が
、
そ
れ
は
な
ぜ
か
。
そ
し
て
当
時
の
仏
教
界
の
動
向
か
ら
み
て
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
意
義
を

も
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

発
表
者
は
次
の
よ
う
に
回
答
し
た
。
新
安
流
と
い
う
の
は
、
浄
厳
と
い
う
僧
侶
が
始
め
た
も
の
で
、
浄
厳
自
体
は
戒
律
復
興
運
動
の
な
か
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
人
物
で

あ
る
。
そ
れ
ま
で
多
流
に
渡
っ
て
い
た
真
言
密
教
の
法
流
を
統
合
し
て
い
く
よ
う
な
新
た
な
法
流
を
近
世
期
に
作
り
上
げ
た
、
エ
ポ
ッ
ク
メ
イ
キ
ン
グ
な
人
物
で
あ
り
、
新
安
流
は
、

諸
流
を
統
合
し
て
、
近
世
期
に
出
来
上
が
っ
た
法
流
と
い
う
こ
と
で
注
目
さ
れ
る
。
無
等
に
お
い
て
法
恩
院
流
へ
の
転
換
が
典
籍
上
見
ら
れ
る
が
、
無
等
が
お
そ
ら
く
受
け
た
の
は
、

三
宝
院
流
の
末
流
と
し
て
の
報
恩
院
流
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
浄
厳
に
お
い
て
は
、
弘
法
大
師
か
ら
枝
分
か
れ
し
て
中
世
近
世
に
至
っ
て
い
く
法
流
が
、
最
後
に
浄
厳
に
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す
べ
て
流
れ
こ
ん
で
い
く
と
い
う
、
そ
の
法
流
の
な
か
に
、
憲
深
を
流
祖
と
す
る
報
恩
院
流
と
い
う
の
が
あ
る
。
無
等
が
、
三
等
の
後
継
者
は
自
分
で
あ
る
と
い
う
自
意
識
を
も
っ
て

い
て
、
か
つ
そ
う
い
う
意
識
を
も
っ
た
人
が
、
新
安
流
を
拠
点
に
し
た
寺
院
で
法
恩
院
流
を
受
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
法
恩
院
流
と
い
う
の
は
独
立
し
た
流
派
と
し
て
受
け
て
い

る
の
で
は
な
く
、
お
そ
ら
く
新
安
流
の
一
環
、
一
要
素
と
し
て
受
け
て
い
た
だ
ろ
う
、
と
い
う
と
こ
ろ
が
、
今
回
言
い
た
か
っ
た
と
こ
ろ
に
な
る
。
そ
れ
か
ら
、
新
安
流
が
、
覚
城
院

を
拠
点
に
し
た
新
安
流
の
展
開
と
い
う
の
が
、
近
世
仏
教
の
な
か
で
ど
う
い
う
位
置
づ
け
に
な
る
の
か
と
い
う
と
、
こ
の
浄
厳
は
将
軍
徳
川
綱
吉
の
帰
依
を
強
く
受
け
て
、
江
戸
で
霊

雲
寺
と
い
う
お
寺
を
建
て
る
く
ら
い
大
き
な
活
動
を
し
た
人
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
た
だ
そ
の
あ
と
の
新
安
流
と
い
う
の
は
、
漠
然
と
し
て
い
て
、
ま
だ
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ

が
あ
る
。
文
学
に
近
づ
け
て
い
う
と
、
浄
厳
の
弟
子
の
蓮
体
は
、『
観
音
冥
応
集
』『
礦
石
集
』
と
い
う
説
話
集
を
た
く
さ
ん
つ
く
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
思
想
的
な
基
盤
に
な
っ
た
の
が

や
は
り
新
安
流
で
あ
り
、
そ
こ
が
大
き
な
意
味
を
も
つ
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
そ
の
基
盤
に
な
る
思
想
が
、
地
方
に
ま
で
流
れ
こ
ん
で
、
地
方
寺
院
の
核
に
な
っ
て
い
っ
た
ん
だ
、
と
い
う

と
こ
ろ
が
重
要
な
の
で
は
な
い
か
、
と
述
べ
た
。
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